
ハダニは、体長0.5mmの卵形をした節足動物であ

る。そのサイズゆえ、扱いにくい面もあるが、増殖

力に優れ、世代期間も短く、狭いスペースで飼育

できる上、予想以上に遺伝的変異に富んでいて集

団遺伝学や進化生物学の実験材料としては、優れも

のである。日本からは92種が知られているものの、

生態が分かっているのはそのごく一部に過ぎない。

研究材料として優れているハダニであるが、増殖力

の高さと遺伝的変異が大きいことから、農業現場

では薬剤抵抗性が発達しやすいやっかいな害虫に

なっている。

しかし、すべてのハダニが抵抗性を生じやすいわ

けではなく、ハダニの種類によって薬剤に対する感

受性（薬剤抵抗性レベル）は異なるので、防除を行

う場合には、発生している種の特定が必要不可欠で

ある。

私は、これまでハダニの生態と分類を研究してき

ており、これまでに23回、各県で初めて発生したハ

ダニへの警戒を呼びかける『病害虫発生予察特殊

報』のために、ハダニの同定を行っている。茨城県

では平成23年にニンジンに発生しているホモノハ

ダニの同定を行ったほか、ナバナのハクサイダニ

やポインセチアのルイスアケハダニの同定にも携

わった。

最近は、熱帯や亜熱帯地域から侵入してくる重要

害虫が問題であり、いずれも深刻な被害をもたらす

ため、これらに関する同定依頼が多くなってきて

いる。しかし、重要害虫種ほど近縁な種との形態差

が小さく、同定が難しいため、DNAを利用した方法

を併用して約9時間で種を同定できる技術を開発し

た。今後、同定時間の短縮を目指していきたい。
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害虫の正確で簡易な同定、適切な防除法の選定に利用できます。

本研究は、ハダニの種を正しく同定して、適切な防除を実施する技術を提供するものです。
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食植性ダニ類の同定と防除法


